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東京都看護協会   多摩北地区支部 通常総会   2023年 3月 11日（土） 

第 1部 総会 14：00～               司会  地区副支部長 相田 房子 

 

 開会挨拶  地区支部長 伊東 恵美子 

 来賓紹介  公益社団法人東京都看護協会 会長 柳橋 礼子 

 議長選出  1 

 議  事  

【報告事項】  

１）令和 4年度（2022年度） 事業報告、決算報告及び監査報告  

２）令和 5年度（2023年度） 事業運営方針及び事業計画について  

３）令和 5年度（2023年度） 収支予算について 

【議決事項】 

 第一号議案 令和 5年度公益社団法人東京都看護協会代議員及び予備代議員選出について 

第二号議案 令和 5年度公益社団法人日本看護協会代議員及び予備代議員選出について 

第三号議案 令和 4年度多摩北地区支部役員及び推薦委員の選出について 

                 

 

第 2部 役員選挙結果報告    

新役員紹介、旧役員へお礼           地区支部長    伊東恵美子 

閉会挨拶                   地区副支部長   宮野知江子 
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Ⅰ．2022年度 多摩北地区支部事業報告    地区支部長 伊東恵美子 

１．総会日時；2022年 3月 5日（土）13：30から 15：00 

会場：医療法人財団 立川中央病院 会議室 

新型コロナウィルス感染拡大防止の措置として支部長 1 名と委任状（3132 名）をもって議長選

出せずに総会を開催した。規約により会員数の 50分の 1の委任状で総会が成立した。 

2022年度 事業経過報告 会計報告 監査報告 活動報告 

2022年度 事業案 予算案 審議及び承認 

2022年度 地区支部役員及び推薦委員の改選 承認 

2023年度 東京都看護協会代議員及び予備代議員選出 承認 

2023年度 日本看護協会代議員及び予備代議員選出 承認 

２．地区支部役員会 予定は 9回であったが 8回開催 

2022年 5月 4日・6月 4日・7月 2日・10月 1日・11月 5日・12月 3日・ 

2023年１月７日・2月 4日      

３．東京都看護協会事業への協力 

地域医療構想調整会議出席（北多摩西部地区） 2022年 8月 2日・2023年 1月 31日  

在宅医療ワーキング会議出席（北多摩西部地区） 2023年 1月 18日 

二次保健医療圏地域災害医療連携会議出席（北多摩北部・北多摩西部） 

東京マラソン救護へ 1名派遣 

 

Ⅱ．委員会活動報告 

１．広報委員会                      委員長 安田 洋子 

１）東京都看護協会会報誌内の地区支部だよりに年 2 回施設紹介を掲載。 

２）2022 年度活動報告 

・役員会へ参加 

・地区支部研修へ参加。（6・7・10・11・1・2 月）計 6 回、東京都看護協会 HP 内の地区支部ペー

ジに活動報告を掲載 

 内容は研修撮影・研修生の感想文・研修報告を随時更新 

・東京都看護協会会報誌「看護とうきょう」に施設紹介を掲載 

 

２．推薦委員会                      委員長 大岡 奈緒 

１）東京都看護協会と多摩北地区支部より、以下を公示 

（１）2024 年度日本看護協会 代議員及び予備代議員の立候補受付について公示 

（２）2024 年度東京都看護協会 代議員及び予備代議員の立候補受付について公示 

（３）2023 年度地区支部役員役員及び推薦委員の選出の公示 

２）推薦依頼状 

（１）11 月の役員会にて依頼状の書き方について説明 

（２）12 月 6 日 上記１）の（１）、（２）、（3）について推薦依頼状発送 

３）立候補者の受付と選出 2022 年 12 月 5 日から 12 月２8 日 

４）2023 年 2 月 上記１）の（１）、（２）、（3）について候補者名簿の公示 
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３． 選挙管理委員会                       委員長：難波 恵美 

（１）2024 年度日本看護協会 代議員及び予備代議員の立候補受付について公示 

（２）2024 年度東京都看護協会 代議員及び予備代議員の立候補受付について公示 

（３）2023 年度地区支部役員役員及び推薦委員の選出の公示 

  上記（1）、（2）、（3）選出にあたり、立候補者及び候補者の推薦者が定数より上回った場合は選

挙を実施する 

 

４．地域活動委員会                     委員長 藤田 三和 

多摩北地区支部の活動目標にもとづき、地域住民の保健・福祉に関する事業として「まちの保健

室」を実施している。しかし、コロナによる新興流行感染が拡大し、令和２年から活動を中止してい

た。ワクチン接種率の向上、基本的な感染対策の定着もあり第６波が収束したため、令和 4 年度は

With コロナ禍において、地域活動委員としてどのように活動を実施していけば良いのか検討してう

えで、「まちの保健室」を 2 回開催した。 

第１回目の開催は、令和４年７月１６日に、2 回目の開催は令和 4 年 11 月 19 日に東村山中央公

民館で開催した。活動内容は、身長・体重測定（BMI・体脂肪率・必要エネルギー量・体年齢）、握

力測定、血圧測定をし、個別指導を実施した。2 回目の指導では、新たに女性向けパンフレットを配

布し、女性特有の疾患について簡単な説明や、疾患だけではなく、人生の時期の身体の変化など、健

康管理行動につなげられるような指導がおこなえ、有意義な活動ができたと感じている。今後も日

看協、都看協の目標に沿って、地域住民の健康増進と福祉向上のために根付いた活動を継続してい

きたい。 

 

５．教育委員会                          委員長 内堀 雅里子 

 教育委員会では、東京都看護協会多摩北支部の活動方針に基づき、会員の資質の向上と会員相互

の交流・親睦を目的として研修の企画運営を行った。前年度の参加人数、研修評価、講師の調整や役

員の負担、会員のニーズから検討し、6講座の研修とした。今年度もコロナ禍ではあったが、感染対

策を講じ実施することで、対面での研修を行うことができた。 

6月の人材育成については、どんな看護職を育てたいかを明確にし、相手のキャリア・アンカーを

理解したうえで支援をする必要があるとわかり、今後の現場指導に役立つ、自身が教育にどう関わ

っていくか明確になったなど、好評価を得ることができた。7月のメンタルヘルスについては、コロ

ナ禍で医療者も患者もストレスを抱える中、知識を持つことでメンタルヘルスを維持できるという

ことや、スタッフからの話を聞くだけでも負担を軽くしてあげられるなど、すぐに職場で活かせる

内容であり、好評価を得ることができた。10 月の防災については、自施設での防災、減災というテ

ーマに、まずは自分自身の備えを見直すことや、災害看護ラダーについて資料提供もあり、時間が短

く感じた、もっと話を聞きたかった、他では聞けない講義内容であった等聞かれ、来年度も計画して

いくこととした。11 月の高齢者看護Ⅰでは、患者さんの見る景色を知り、問題行動の原因を考える

ことなど、具体的な対応方法を教えていただけた。症例を通し、コミュニケーションについては、伝

え方の工夫が大事であること、ポジティブな言葉を伝えること、行動から思いを組み、安心して過ご

せるような環境に配慮していくことが大切であると再認識することができた。1月の高齢者看護Ⅱに

ついては、看取りの看護意思決定支援の大切さを学ぶというテーマに、ACPについて学ぶことができ

た。看取り期の支援として「やめる」という選択肢をとることの必要性を学ぶことができ、また、

日々の看護の中での様々な思いから、受講者が涙する場面もあった。2月の新人教育については、需
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要の多い研修であり、引き続き毎年実施していきたい。 

今年度は定員を 20名にしたことで、感染対策を行いながら対面での研修を実施することができた。

しかし、人数制限により受講者には限りがあったため、来年度についても同様のテーマで 6 回の研

修計画（案）を立案している。 

 

最後に、研修会を開催するにあたりコロナ禍の感染拡大の中にも関わらず、講師の先生方、また立

川中央病院の職員の方々には、ご協力とご配慮を頂きました。深く感謝申し上げます。 
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Ⅲ．2022年度会計報告及び 2023年度予算（案）  会計担当 栗田千春・齋藤とも子 

多摩北地区支部 令和４年度（４月～１月）会計報告および令和５年度予算 

    

収入の部    

勘定科目   
令和 4 年度実績 

（4 月～1 月） 
令和 5 年度予算 

研修会収入 当日会員 \1,100 0 0 

 ※令和 5 年度から 

   事前予約のみ 
事前予約非会員 \2,200 26,400 0 

       当日非会員 \3,300 0 0 

  事前予約非会員 \4,400 0 106,000 

小計（A) 研修会収入合計額 26,400 106,000 

支出合計（B）   887,075 2,044,000 

収支差額（C） A-B   -860,675 -1,938,000 

    

支出の部    

勘定科目   
令和 4 年度実績 

（4 月～1 月） 
令和 5 年度予算 

委員謝金 役員への手当 386,000 836,000 

旅費交通費 役員会等の交通費 76,582 152,000 

通信運搬費 切手代、宅急便代、郵送代 112,064 264,000 

消耗品費 事務用品、日用品など 15,184 65,000 

印刷製本費 コピー代、資料等印刷代 73,410 250,000 

諸謝金 研修会講師への謝礼、交通費 116,116 227,000 

委託費 資料等封入、発送作業 72,934 170,000 

会議費 
まちの保健室等の弁当代、講師お茶

代 
3,945 20,000 

広報費 まちの保健室配布用グッズ 0 0 

支払手数料 銀行の振込手数料 30,840 60,000 

  事業費合計 887,075 2,044,000 

    

   ※ まちの保健室配布用グッズは、令和 5 年度は本部で一括計上している。  
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2022年度 一般会計決算 

① 2013年度より助成金がなしとなったので、収入は研修会収入のみである 

② 本年度 2月 3月分が未計上である 

③ 2022年度最終会計報告は地区支部 Webにて報告する。 

 

Ⅳ．会計監査報告 

 多摩北地区支部規約 第 9条 5項に基づき 2022年度の監査を行った。 

 支出伝票、諸帳票の処理状況は良好であった。以上報告する。 

2022年 2月 4日 監事 菱沼 啓子 

松尾 由香子 

   

Ⅴ．2023年度 多摩北地区支部 事業（案） 

１．支部活動事業（地区支部規約第 6条を基に事業を行う） 

第 6条（1）看護職の資質向上に関する事業：地区支部研修 

Ｗｉｔｈコロナと変化し、医療福祉の動向や会員のニーズに応じた講演会・研修会を行い会員

の資質向上を図る 

第 6条（2）看護業務の改善及び情報の提供に関する事業：広報活動 

会員相互の交流・親睦・啓発のため、広報活動を行う 

 第 6条（3）看護職の人材確保と定着推進に関する事業 

   東京都看護協会事業への協力や地区支部研修会開催 

 第 6条（4）在宅ケアの推進と支援に関する事業 

   地域包括ケア委員会への参加、 

 第 6条（5）地民の保健福祉に関する事業：まちの保健室 

地域住民にとって望ましい医療・介護の提供が行われるように、情報収集や情報交換・連絡調

整を行う 

 第 6条（6）その他地区支部の目的を達成するために必要な事業 

東京都看護協会事業への参加・協力を通じ会員の増加に努める 

地域医療構想調整会議、在宅療養ワーキンググループへの参加、東京マラソン救護派遣 

 

２．役員会計画 

支部役員会 2023 年 4 月 8 日・5 月 6 日・6 月 10 日・7 月 1 日・10 月 7 日・11 月 4 日 

2024 年 1 月 6 日・2 月 3 日 計 8 回予定 

地区支部総会 2024 年 3 月 9 日（土） 

 

３．委員会活動計画 

 １）広報委員会 
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   研修や地域活動、地区支部の活動を東京都看護協会の地区支部 Web ページへ掲載し、定期的

に更新する。 

会報「看護とうきょう」へ施設紹介の原稿を投稿。（2施設/年） 

 

２）地域活動委員会 

令和 5 年度もコロナ感染状況を把握しながら活動を行っていく予定である。 

令和 4 年に「まちの保健室」を 2 回開催した実績があるため、感染対策を講じて同様に「ま

ちの保健室」を 3 回開催する。 

東村山公民館で 7 月と 9 月と 11 月 3 回開催予定。時間帯は感染状況も考慮し、午前中のみの

開催とする。感染が収束していれば時間は検討。 

開催時間は 9：30 から 12：00 （9：00 集合、準備） 

この時間帯での開催であれば、応援スタッフは不要で、活動委員 4 名で実施する。 

コロナの感染状況が落ち着いていて、福生市・羽村市からの要請があれば活動を再開していく

予定である。 

 

３）教育委員会 

   令和 5 年度（2023 年）研修計画  年 6 講座予定 次 10 ページ参照 

   会場の問題もあり、定員 20 名と少数制で対面研修を予定。 

  

４）会計  ７ページ予算案を参照 

 

５）推薦委員会 

   第 11 条１から 3 に基づき 

（1）2025 年度日本看護協会 代議員および予備代議員の立候補受付について公示 

（2）2025 年度東京都看護協会 代議員および予備代議員の立候補受付について公示 

   （3）2024 年度地区支部役員及び推薦委員の立候補受付について公示 

   推薦依頼状の発送と、立候補者の受付と選出を 2023 年 12 月から 2024 年 1 月を予定 

   2024 年 2 月に候補者名簿の公示 

 

 ６）選挙管理委員会 

   2023 年度 第 11 条４に定める規定から、地区支部総会における選挙を行う 
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Ⅵ．2024年度 東京都看護協会代議員・予備代議員候補者名簿（第一号議案） 

 

区分 NO 職種 氏名 施設名

代議員 1 保健師 深作　千恵 社会医療法人財団大和会　武蔵村山病院

代議員 2 助産師 飯田　しのぶ 青梅市立総合病院

代議員 3 看護師 杉山　朋子 公立昭和病院

代議員 4 看護師 大賀　一郎 国家公務員共済組合連合会　立川病院

代議員 5 看護師 川尻　映衣美 独立行政法人国立病院機構　災害医療センター

代議員 6 看護師 藤田　三和 公立阿伎留医療センター

代議員 7 看護師 日橋　映子 社会医療法人財団大和会　東大和病院

代議員 8 看護師 齋藤　とも子 福生病院企業団　公立福生病院

代議員 9 看護師 森藤　るみ子 社会福祉法人鶴風会　東京小児療育病院

代議員 10 看護師 隠岐　真弓 独立行政法人国立病院機構　村山医療センター

代議員 11 看護師 鈴木　聖子 東京都立多摩北部医療センター

代議員 12 看護師 安田　早苗 公益財団法人結核予防会　複十字病院

代議員 13 看護師 小山　奈々絵 独立行政法人国立病院機構　東京病院

代議員 14 看護師 小滝　和代 医療法人徳洲会　武蔵野徳洲会病院

代議員 15 看護師 岡田　浩一 医療法人社団仁成会　高木病院

代議員 16 看護師 佐賀　恭子 医療法人社団健生会　立川相互病院

代議員 17 看護師 小黒　敏江 公益財団法人結核予防会　新山手病院

代議員 18 看護師 及川　美穂 医療法人社団東光会　西東京中央総合病院

代議員 19 看護師 齊藤　清子 医療法人財団　立川中央病院

代議員 20 看護師 窪田　綾 国立研究開発法人　国立精神・神経医療研究センター病院

代議員 21 看護師 瀧島　亜希子 医療法人徳洲会　東京西徳洲会病院

代議員 22 看護師 富田　倫世 医療法人社団時正会　佐々総合病院

代議員 23 看護師 定常　裕子 社会福祉法人恩賜財団東京都同胞援護会　昭島病院

予備代議員 1 看護師 古菅　美納 都立東大和療育センター

予備代議員 2 看護師 辻　寿子 国立療養所多磨全生園

予備代議員 3 看護師 糟谷　貴子 社会福祉法人白十字会　東京白十字病院

予備代議員 4 看護師 岡元　晴惠 医療法人社団崎陽会　日の出ヶ丘病院

予備代議員 5 看護師 角張　由紀子 医療法人社団武蔵野会　一橋病院

【定数】代議員：保健師 1 名 助産師 1 名 看護師 21 名 合計 23 名 予備代議員：5 名 
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Ⅶ．2024年度 日本看護協会代議員・予備代議員候補者名簿（第二号議案） 

 

【定数】 代議員：2 名 予備代議員：4 名 

Ⅷ． 2023年度多摩北地区支部役員及び推薦委員改選名簿（第三号議案） 

 

Ⅸ．2022年度多摩北地区支部役員・委員名簿 

区分 NO 職種 氏名 施設名

代議員 1 看護師 手塚　浩恵 青梅市立総合病院

代議員 2 看護師 清水　明美 公立昭和病院

予備代議員 1 看護師 小柳　貴子 社会医療法人財団大和会　武蔵村山病院

予備代議員 2 看護師 赤沼　真由子 独立行政法人国立病院機構　災害医療センター

予備代議員 3 看護師 藤田　三和 公立阿伎留医療センター

予備代議員 4 看護師 中野　明美 社会医療法人財団大和会　東大和病院

区分 氏名 施設名

副支部長 杉山　朋子 公立昭和病院

書記 日請　節子 社会医療法人財団大和会　武蔵村山病院

会計 藤生　江理子 国立研究開発法人　国立精神・神経医療研究センター病院

監事 佐藤　祐子 国家公務員共済組合連合会　立川病院

推薦委員 若林　留美 青梅市立総合病院

役  員 氏  名 委  員 氏  名 

支部長 伊東 恵美子 広報委員 安田 洋子 

副支部長 相田 房子  藤木 真由美 

 宮野 知江子 教育委員 内堀 雅里子 

書記 日請 節子     山地 ひろみ 

 市村 清香     長沼 ゆかり 

会計 栗田 千春     市川 亜由美 

 齋藤 とも子  小山 千桜里 

監事 菱沼 啓子     茂木 由美 

 松尾 由香子 地域活動委員 藤田 三和 

推薦委員 内藤 治美  吉守 美紀 

 大岡 奈緒  佐藤 静香 

選挙管理委員 今西 裕幸  鈴木 美歌 

 難波 恵美   
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＊公益社団法人日本看護協会の会員情報管理体制「ナースシップ」導入に伴い、東京都看護協会も 

外字の使用を廃止第 2水準までの漢字での表記とさせていただきました。 

そのため氏名等に外字等表示できない文字のある方につきましては「代替文字」で表示されて 

おりますので、予めご了承くださいますようお願いいたします。 

（代替文字例）髙➝高  﨑➝崎  栁➝柳 柗➝松 

 

 


